


川跡

写真手前：川跡３写真手前：川跡３
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発掘作業のようす

川跡1　土器の出土状況

　今回の発掘調査では、川跡が６条見つかりました。川跡は幅8.5～18.5ｍ、深さ0.7～1.3ｍを測ります。調査は一部にとどまるため、
どちらに向かって流れていたのか明確にはわかりませんが、宇曽川など近くを流れるほかの河川に合流していた可能性や琵琶湖に直
接流れ込んでいた可能性が考えられます。川の流れはあまり強くなかったようで、細かな砂や粘土が川底に堆積して徐々に埋まってい
ったとみられます。川跡1・川跡2を中心として、弥生土器や砥石、木製品(加工部材)などが出土しました。出土した土器の多くは弥生時
代後期のものです。土器は、器表面があまり擦り減っていないので、遠くから流れてきたものではなさそうです。調査地の付近に集落が
存在していたのでしょう。
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